
4年後の姿

【もう一歩先の「便利」へ】

〇昭和60（1985）年
柏崎市の情報化の歩みスタート

〇平成14（2002）年～平成17（2005）
ICTインフラ整備による情報化基盤構築

〇令和3（2021）年
・柏崎市デジタル・トランス
フォーメーション（DX）推進計画
・市内情報関連産業の売上額77億円を達成

【一歩踏み出すDX】

【オンライン手続】

【キャッシュレス決済】

【DXによる地域活性化】

【デジタル活用の浸透】

【効率的な窓口】
【AI利活用】

【データ連携】

【データに基づいた政策】
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【取組方針1】
市民・企業を対象とし
た行政サービス展開

【取組方針2】
行政運営の効率化
・コスト削減

施策３：手続のオンライン化の拡充

施策１：デジタルデバイド対策の推進

施策２：産業や暮らしにおけるデジタル
技術活用の推進

施策４：公金等のキャッシュレス化の拡充

施策２：地方公共団体情報
システム標準化・共通化の推進

施策１：効率的な窓口業務への変革

施策３：内部業務の高度化・効率化の推進

【課題と改善点】
市民全世代が
「便利になった」
と感じる機会の
充実

【課題と改善点】
行政事務の
効率化・見直し

〇平成23（2011）年
・情報CIO補佐官の登用
・情報化関連業務委託（包括OS）の開始


